
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 研究の概要  

１ 特別支援教育の今日的な動向 

特別支援教育とは、『特別支援教育を推進す

るための制度の在り方について（答申）』にお

いて、「障害のある幼児児童生徒の自立や社会

参加に向けた主体的な取組を支援するという

視点に立ち、幼児児童生徒一人一人の教育的

ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活

や学習上の困難を改善又は克服するため、適

切な指導及び必要な支援を行うもの」である

と定義づけられている。（中央教育審議会

2005） 

そして、『共生社会の形成に向けたインクル

ーシブ教育システム構築のための特別支援教

育の推進（報告）』の中で、誰もが相互に人格

と個性を尊重し支え合い、人々の多様な在り

方を相互に認め合える全員参加型の「共生社

会」の実現は、私たちが最も積極的に取り組

むべき重要な課題であるとされている。その

中での学校教育の役割として、共生社会の形

成に向けたインクルーシブ教育システムの構

築のための特別支援教育の推進についての基

本的考え方が、学校教育関係者をはじめとし

て国民全体に共有されることが求められてい

る。（文部科学省 2012） 

 

２ 障がいの捉え方の変化 

WHO は、平成１３年に、障がいのある人だ

けでなく、障がいのない人も含めた生活機能

分類として、「国際生活機能分類（ICF：

International Classification of Functioning, 

Disability and Health）を採択した。ICF では、 

 

 

 

 

 

 

 

 

人間の生活機能を「心身機能・身体構造」、「活

動」、「参加」の３つの要素に分類し、それら

の生活機能に支障がある状態を「障がい」と

捉えている。また、ICF では、障がいの状態

は、疾病等によって規定されるだけでなく、

健康状態や環境因子と相互に影響し合うもの

として説明されている。新たに加わった「環

境因子」と「個人因子」の考え方は、多面的

に子どもの実態を捉え、総合的に理解してい

くことが指導・支援の充実につながっていく

ことを示唆している。『特別支援学校教育要

領・学習指導要領解説 自立活動編（幼稚部・

小学部・中学部）』においても、ICF の障がい

の捉え方を踏まえて、指導を行うよう明記さ

れており、ICF に基づいた指導・支援の在り

方の重要性が伺える。【資料１】 

 

３ 南会津の特別支援教育について 

 近年、義務教育段階の児童生徒数は減少す

る一方、特別支援教育を受ける児童生徒数は

全国的に増加している。【資料２】 

南会津管内においても、特別支援学級に在

籍している児童生徒や通級による指導を受け

ている児童の人数は、年々増加している。ニ

ーズの高まりにより、特別支援教育への理解

は進んできているものの、特別支援教育や障

がいそのものについての誤解はまだまだ多い

のが現状である。 

南会津では、『南会津教育事務所令和５年度

学校教育指導の重点』【資料３】の中で、特別

支援教育については、「地域で共に学び、共に

生きる教育」を推進し、「個別の指導計画等を
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活用した個々の学習状況の明確化、学年・学

校間の円滑な接続」「教育的ニーズの３つの観

点を踏まえた適切な教育の提供」「卒業後の姿

をイメージし、地域・関係機関等と連携を図

るキャリア教育の充実」の３つの指針を示し

ている。南会津の特徴である、少人数や複式

学級の中で、丁寧に一人ひとりの児童生徒と

関わることができるよさを生かし、垣根のな

い多様な学びの場を整備していくことが重要

である。 

 

４ 本校の特別支援教育の現状 

 本校は、児童数６７名の小規模校である。

多様な学びの場として、特別支援学級（自閉

症・情緒障がい）が１学級（在籍数２名）、通

級指導教室（利用児童６名）が設置されてい

る。また、通常の学級で特別な支援が必要と

教員が認識し、指導にあたっている児童が２

０名おり、校内の中で特別支援教育のニーズ

は非常に高い。 

本校では、特別支援教育の「特別」を特別

優待という意味でなく、そもそも一人ひとり 

違っているのだから、その違いに合わせると

いう意味と捉え、教育活動を行っている。子

どもの可能性を信じて、その子がその子らし

く育っていけるように、「ないものではなくあ

るものを見ようとする」「ただできないではな

く、どうしたらできるのか考える」「環境調整

の方法を一緒に探していく」「みんなの場所で

もある開かれた特別支援学級」の４つの視点

を大切に全職員で共通理解を図りながら、指

導・支援を進めている。 

 

５ 主題設定の理由 

 令和３年１月にまとめられた『新しい時代

の特別支援教育の在り方に関する有識者会議 

（報告）』では、インクルーシブ教育システム

の構築に向け、特別支援教育をさらに進展さ

せていくため、「①障害のある子供と障害のな

い子供が可能な限り共に教育を受けられる条

件整備、②障害のある子供の自立と社会参加

を見据え、一人一人の教育的ニーズに最も的

確に応える指導を提供できるよう、通常の学

級、通級による指導、特別支援学級、特別支

援学校といった、連続性のある多様な学びの

場の一層の充実・整備」と示された。また、

「これにより、障害の有無に関わらず誰もが

その能力を発揮し、共生社会の一員として共

に認め合い、支え合い、誇りを持って生きら

れる社会の構築を目指す」こととしている。

【資料４】 

本研究では、「障害の有無に関わらず誰もが

その能力を発揮し、共生社会の一員として共

に認め合い、支え合い、誇りを持って生きら

れる社会の構築」の基盤をつくる小学校の教

育活動の中で、特別支援学級担任と特別支援

教育コーディネーターの立場から、特別支援

学級に在籍する児童の個人因子と環境因子に

適切なアプローチをすることを通して、障が

いの有無に関わらず、一人ひとりが自分らし

さを大切にする児童を育てたい。そのことが、

共に学び合う条件整備と多様な学びの場の一

層の充実・整備にもつながるであろうと考え

た。 

 

６ 研究仮設 

 

７ 研究仮設の具体化に向けて 

（１）「特別支援学級担任と特別支援教育コー

ディネーターの立場から」とは 

共に学び合う条件整備と多様な学びの場の

特別支援学級担任と特別支援教育コー

ディネーターの立場から、ICF の考え方に

基づいた個人因子と環境因子に適切なア

プローチをしていけば、特別支援学級が

開かれた場所になり、障がいの有無に関

わらず、一人ひとりが自分らしさを大切

にする児童が育つであろう。 



 

 

一層の充実・整備を目指すにあたって、学級

担任としての実践だけでなく、組織的に学校

全体で共通の認識をもって取り組んでいくこ

とが大切である。特別支援学級担任の立場か

らは主に「個人因子」に、特別支援教育コー

ディネーターの立場からは主に「環境因子」

に、２つの立場のよさを生かしたアプローチ

をしていくことが効果的であるのではないか

と考える。 

（２）「ICF の考え方に基づいた個人因子と環

境因子に適切なアプローチをする」とは 

一人ひとりの児童に合った指導・支援は、

適切なアセスメントの上で成り立つ。日頃の

学校生活の様子を観察して記録することや、

やり取りを通してラポールを築き、思いを引

き出すことを通して、児童の実態を整理し、

アセスメントすることが効果的な指導・支援

を行うことの土台となる。特に、ICF で示さ

れている「個人因子」と「環境因子」に着目

し、双方の視点から、適切に関わっていくこ

とが、児童の行動によい変化をもたらすと考

える。 

（３）「開かれた特別支援学級」とは 

児童の中には特別支援学級は、「違う」場所

と捉えている児童も少なからずいる。特別支

援学級を特別な場所ではなく、児童全体が自

分達の居場所でもあると捉えられるような実

践を行うことで、特別支援学級の敷居をなく

していきたい。開かれた特別支援学級にする

ことが、障がいのある子にとってもない子に

とっても、社会性や豊かな人間性を育むこと

によい影響を与えるであろうと考える。 

（４）「障がいの有無に関わらず、一人ひとり

が自分らしさを大切にする児童が育つ」

とは 

自分らしさを追求することは、障がいの有

無に関わらず、大切なことである。特別支援

学級に在籍する児童の人的環境を整える関わ

りを通して学校全体のコミュニケーション能

力を高めていくことにつながる。そして、自

分の気持ちを適切に表現できたコミュニケー

ションの心地よさは、自分も相手も大切にで

きる児童の育成につながっていくと考える。 

 

Ⅱ 研究内容  

本研究は、特別支援学級（自閉症・情緒障

がい）に在籍する児童を対象に、ICF（国際生

活機能分類）の背景因子である個人因子と環

境因子の２つの柱と５つの実践をもとに研究

を行う。 

１ 個人因子へのアプローチ 

（１） 自立活動の充実 

ア 時間における指導と教育活動全体との密

接な関連を図った実践 

イ 心と体をほぐすストレッチや呼吸の継続

的な実践 

（２）「願い」を生かすかかわり 

ア 願いに寄り添った行動分析 

２ 環境因子へのアプローチ 

（１） 全校ソーシャルスキル教育の実施 

ア 全校ソーシャルスキル教育集会 

イ 理解啓発授業 

（２） 特別支援教育だよりの発行 

ア 紙面を通しての共通理解の実施 

（３） くつろぎルームの設置 

ア 関わりの広がりの場 

イ 個別の教育的ニーズに応じた使用 

 

Ⅲ 研究の実際  

１ 個人因子へのアプローチ 

（１） 自立活動の充実 

ア 時間における指導と教育活動全体との密

接な関連を図った実践 

自立活動の目標は、「個々の児童又は生徒が

自立を目指し、障害による学習上または生活

上の困難を主体的に改善・克服するために必

要な知識、技能、態度及び習慣を養い、もっ

て心身の調和的発達の基盤を培う」ことであ

る。自立活動の目標と児童の実態を踏まえ、

「自分も相手も大切にする」「わからないとき



 

 

は聞く」「１人でできないときはＳＯＳを出す」

「失敗したときは何が悪かったか考えて言葉

で説明できるようにする」の４つを学級目標

に設定した。学習指導要領にも明記されてい

るように、自立活動の指導は、教育活動全体

を通じて行うものであることから、自立活動

の時間における指導を教育活動全体と密接に

関連させていけるように、朝の会と帰りの会

に今日のソーシャルスキルを確認する活動を

取り入れた。 

伊藤（2019）の「ソーシャルスキルのアイ

テム化」の支援法を参考に、自立活動の中で

学習したソーシャルスキルを、今週のソーシ

ャルスキルアイテムとして朝の会で確認し、

帰りの会で振り返りを行った。活用できてい

る場面を見つけ、即時評価をして認め、児童

自身でもう一度できていた場面を帰りの会で

振り返ることで、自立活動の時間における指

導で学習した内容が、各教科、道徳科、外国

語活動、総合的な学習の時間及び特別活動と

密接な関連を持つものとなった。 

継続していく中で、児童から「今日の授業

ではこのアイテムが使えそうだよね。」とこれ

まで取り組んできたソーシャルスキルアイテ

ムを振り返り、活用しようとする姿が見られ

るようになったり（写真１）、「オリジナルの

アイテムを自分で考えてみたい。」とメタ認知

につながる視点が育ったり（写真２）【資料５】

と、児童の主体性を促すことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 心と体をほぐすストレッチや呼吸の継続

的な実践 

 不安や緊張を感じやすいという自閉スペク

トラム症の特徴からくるストレスの軽減を目

的に、朝の会に太田（2019）で提唱された活

動を朝ヨガとして継続して取り入れた。スト

レッチや呼吸を通して、心と体がほぐれるこ

とを体感できるようにした。「なんか落ち着く」

「気持ちいい」「今までのヨガをつなげてやっ

てみたい」などのつぶやきが児童から聞かれ、

自分の心と体への気づきにつながったといえ

る。普段の生活の中でも、イライラしている

クラスメイトの様子を見たときに、「こんなと

きに朝ヨガでやった呼吸を使ってみればいい

んじゃない。」という言葉をかける様子や自分

がイライラしたときに、大きく鼻から息を吸

い、口からゆっくり吐き出す風船の呼吸を使

っている様子が見受けられ、自分や相手を大

切にするための方法の１つとして、日常生活

の中で児童自身がヨガを活用できるようにな

ってきていると捉えている。（写真３） 

  

 

 

 

 

 

 

 

保護者とのやり取りの中でも、「宿題に取り

組んでいるときに自立活動で学習した内容を

活用していた。」と報告があるなど、学校生活

だけでなく家庭でも活用できる力が育ってき

ていることがわかった。 

（２）「願い」を生かす関わり 

ア 願いに寄り添った行動分析 

 井上（2020）が提唱する「ストレングス・

トーク」では、①本人への良い影響・強み、

②周囲への良い影響、③願望、④不器用な対

処の４つの「隠れた強み」に着目して関わる

写真１：児童が名前

を決めたソーシャルス

キルアイテム 

写真２：考えを伝え合

いながら、モンスター

を考えている様子 

写真３ 朝ヨガの様子 



 

 

ことで、ポジティブなやり取りが増え、良い

相互作用につながっていくとしている。 

 今回の実践では、４つの「隠れた強み」の

中から「願望」に着目し、行動分析を行った。

児童 A（小学校５年生女児）の行動問題につ

いて、どのような願いからその行動が出てい

るのかを表に整理した。（表１） 

行動 願い 

体育の授業でうまくプ

レイできないときに泣

いて怒る。 

うまくできるようにな

りたい。 

授業中、音や気になる

ことがあると「うるさ

いと声を荒立てる。 

静かに学習したい。早

く課題が終わった人が

うらやましく、自分も

そうしたい。 

 

 

行動の裏にある願いを整理したことによっ

て、児童に寄り添った問い返しを行いながら、

児童と一緒に解決策を探っていくことを繰り

返すことができた。自分の願いを分かっても

らえたという安心感から、出会った当初と比

べて、行動問題が起きる前に自分から相談を

してきたり、自分の気持ちを言葉にして伝え

たりすることができるようになるなど、よい

変化が見られるようになった。その結果、以

前まで見られていた行動問題が減少し、適切

な対処法を身に付けられるようになったこと

で、児童自身も学校生活を送りやすくなった。 

このことから、児童の願いに寄り添った関

わりは、指導・支援の基本であるラポールの

形成につながり、結果として、児童の自己肯

定感や生きやすさにつながっているといえる。 

 

２ 環境因子へのアプローチ 

（１） 全校ソーシャルスキル教育の実施 

ア 全校ソーシャルスキル教育集会 

本校の児童のさらに伸ばしたい力として、

「自分で考え、行動する」「つまずいたときに

上手に対処する」が学校経営・運営ビジョン 

に挙げられている。また、本校の現状として、

自分の気持ちを適切に伝えたり、人間関係を

形成することが不得手だったりする児童が多

くなってきている。ソーシャルスキルは、身

近な人とのふれあいを通して自然に見つけて

いくものであるが、子どもたちの遊びが変化

していることも影響し、近年は自然にソーシ

ャルスキルを身に付けていくことが難しくな

ってきている。そのため、特別支援学級に在

籍している児童だけでなく、学校全体にソー

シャルスキル教育を行うことが必要であり、

そのことが「自分で考え、行動する」「つまず

いたときに上手に対処する」力を伸ばすこと

にもつながると考えた。また、学校全体で共

通のソーシャルスキルを学ぶことで、コミュ

ニケーションの苦手さを抱える自閉スペクト

ラム症の特別支援学級の児童にとっても、自

立活動で学んだスキルを生かしやすい環境づ

くりになると考えた。 

 学校生活の中での般化の場との関連を考え

ながら、全校ソーシャルスキル教育（以下、

全校 SSE）の年間指導計画を作成【資料６】

し、月に１回、月曜日の朝に学びの場を設定

した。上野・岡田（2006）が示している「教

示」「モデリング」「リハーサル」「フィードバ

ック」「般化」を１つのセッションとし、毎回

ターゲットスキルを示し、学習を行った。（写

真４）モデリングを提示するときには、特別

支援学級の児童に協力してもらうことで、児

童の自己有用感の向上と自立活動の学びの伸

張につなげた。（写真５）また、取り組んだタ

ーゲットスキルは、廊下に掲示し、日常生活

の中で児童が目に触れることができるように

した。（写真６） 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 児童Aの行動と願い 

写真４ 全校 SSE の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 その結果、第６学年学級活動「学級の問題

を話し合おう」の「陰口をなくしたい」とい

うテーマの中での、児童から「自分に合った

解決方法を見つけてストレス発散をすること

も大切」「無理にため込まないで言い方を工夫

して言うのが大切」などの自他を大切にする

心が感じられる意見が出たり（写真７）、特別

支援学級の児童からも「みんながコツが分か

ってうれしい」という感想（写真８）が聞か

れたりした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このような児童の様子から、少しずつコミ

ュニケーションのコツが根付き、日常生活で

お互いを大切にする姿勢が育ってきていると

いえる。 

イ 理解啓発授業 

また、学級活動の時間において、各学年の

発達段階に応じた理解啓発授業を年１回ずつ

特別支援教育コーディネーターとして行った。

第２学年では、「感じ方の違いを知ろう」とい

う内容で、特別支援学級コーディネーターと

学級担任が一緒に授業を行った。行動の背景

には理由があり、その背景に目を向けて相手

の気持ちを考えることが大切だということを

学習した。振り返りでは、みんなが気持ち良

く過ごすためにはどんなことに気を付ければ

いいかを話し合い、「困っていることは何かを

考え、自分達にできることをする」や「協力

して助ける」などの意見が出された。（写真９）

授業を通して、改めて相手の気持ちを考えて

行動することの大切さを伝えることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 特別支援教育だよりの発行 

ア 紙面を通しての共通理解の実施 

Ⅰの１で前述したように、インクルーシブ

教育システムの構築のためには、特別支援教

写真５ 児童が参加している場面 

写真６ 廊下の掲示物 

写真７ ６年生の児童の付箋への記述 

写真８ 全校 SSE についてどう思うかという

問いに対しての特別支援学級の児

童の感想 

写真９ 理解啓発授業の様子 



 

 

育の推進についての基本的考え方を、学校教

育関係者をはじめとして、児童に関わるすべ

ての人が共有していくことが必要である。 

そこで、児童や保護者一人ひとりの願い、

思い、悩みに寄り添いながら、家庭、地域、

学校が力を合わせて児童の成長を応援してい

けるようにすることを目的として、月１回特

別支援教育だより『Colorful』を発行するこ

ととした。 

「援助要求スキルの重要性」「苦手をサポー

トするアイディア」「ＩメッセージとＹＯＵメ

ッセージ」「継次処理と同時処理」「全校ＳＳ

Ｅでの実践内容」「気分転換の仕方」「声かけ

の工夫」「多様な学びの場の共通理解」など、

多岐にわたるテーマで情報の発信を行った。

テーマの選定においては、本校の児童や保護

者の実態、学校行事との関連、季節性との関

連などに考慮した。【資料７】 

定期的に発信を続けたところ、授業参観の

際に、「子どもと一緒に読んでいます。次も楽

しみにしています。」と声をかけてくださる保

護者がいたり、廊下ですれ違った際に、「この

前のカラフルの気分転換の方法、家族でやっ

てみました。」と声をかけてくれる児童がいた

りするなど、口頭だけでなく視覚情報として

発信することの効果を感じた。 

教職員と保護者を対象に行った特別支援教

育についてのアンケート回答においても、特

別支援教育だよりについて肯定的な意見が多

く見られた。（写真１０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校生活の中に留まらず、家庭を巻き込ん

で人的環境を整えていくことで、学校と家庭

で一貫性をもって子どもと接することができ

た。共通理解を図る上で、特別支援教育だよ

りの発行は有効だったといえよう。 

（３）くつろぎルームの設置 

ア 関わりの広がりの場 

アメリカの教育現場では、１つの教室の中

で個々の子どもの学び方に合った内容で複数

の学習活動が展開されている。障がいのない

子どもが障がいのある子どものことや、個々

に応じた学び方について自然に理解する機会

が日常の学習環境の中にあることは、非常に

重要である。このような学習環境が早期から

あることは、障がいに対する態度にも影響を

及ぼす。 

障がいの有無にかかわらず、誰もが相互に

人格と個性を尊重し合える共生社会の実現を

目指し、障がいの有無にかかわらず、経験を

深め、社会性を養い、豊かな人間性を育むと

ともに、お互いを尊重し合う大切さを学ぶ機

会となる交流及び共同学習の実施は、本校で

も行っているところである。それに加えて、

上記で述べた自然な交流が生まれる場所を休

み時間などを含めた教育活動全体を通して設

置することは、共に尊重し合いながら協働し

て生活していく態度を育む上で、さらなる効

果を生むのではないかと考えた。 

また、場づくりの工夫によって、特別支援

学級と通常学級の間にある見えない境界線を

なくすことは、児童の中の違いの意識にも変

化をもたらすのではないだろうか。交友関係

が固定されがちな特別支援学級の児童にとっ

写真１０ アンケートの記述より抜粋 
 

 
 



 

 

ても、様々な児童と関わる機会を提供するこ

とで、コミュニケーションの広がりを見せる

一助となると考えた。 

そのため、特別支援学級に隣接している空

き教室に「くつろぎルーム」を設置すること

とした。特別支援学級とつながっている教室

を利用することによって、特別支援学級の生

活の様子や環境も、自然と他の児童の目に触

れられるようにした。 

校内の共通理解として、休み時間は誰でも

自由に過ごしていい場所として開放するとと

もに、授業中は落ち着いて学習したい児童や

クールダウンに活用したい児童が使用できる

場所とした。 

また、コミュニケーションのきっかけとな

るようなボードゲームをいくつか用意したり、

大きめのテーブルを用意したりすることで、

児童が足を運びやすくなるような環境整備を

行った。（写真１１）くつろぎルームの約束を

目に見える位置に掲示することで、ソーシャ

ルスキルも意識して関わり合うことができる

ようにした。（写真１２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設置当初は、特別支援学級の児童と仲のよ

い児童や通級指導教室を利用している児童が

中心の来室だったが、現在では、様々な学年

の児童が来室し、関わり合う場所となってい

る。今まで関わりのなかった異学年の児童同

士の交流が増えたことで、人間関係の広がり

が見られるようになった。その中で、一人遊

びが多かった特別支援学級の児童も、自立活

動で学習したソーシャルスキルをいかしなが

ら、自然にボードゲームなどの遊びに参加す

ることができるようになり、良好なコミュニ

ケーションの成功体験を積むことができた。

児童の言葉からも、関わりが増えたことへの

喜びが感じられる。（写真１３） 

 

 

 

 

 

イ 個別の教育的ニーズに応じた使用 

クールダウンの場所の１つとしたことによ

って、これまで日によって様々な場でクール

ダウンをして教師の目から逃げるようにして

いた児童も、「くつろぎルーム」が安心して落

ち着ける場となり、「落ち着いたので戻ります」

と、自分の気持ちと折り合いをつけるスキル

の高まりが見られるようになった。（写真１４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして、学習面で困難さを抱える児童にと

っても、フレキシブルな学びの場として機能

している。例えば、他の児童の様子が気にな

って集中できない児童がテストをくつろぎル

ームで受験したり、不登校傾向の児童が登校

した際に安心して過ごせる場としてくつろぎ

ルームを利用し、担任や通級指導教室担当の

教員と安心して学習を進めたりしている。 

 このような関わりの変化を通して、多様な

学びの場があることの理解が児童の中で育っ

てきている。（写真１５・写真１６） 

写真１１ 

くつろぎルームに用

意したボードゲーム 

写真１２ 

くつろぎルームでの

約束の掲示 

写真１３ くつろぎルームについての特別支

援学級の児童の感想 

写真１４ 

クールダウンスペース 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 研究の成果と課題  

本実践を通して、次の成果と課題が明らか

になった。 

〔成果〕 

○ 自立活動において学習した内容を、教育

活動全体を通して意識できるようにする活

動を取り入れたことは、児童の自己の理解

を高める上で有効であった。自立活動を通

して個人因子に丁寧にアプローチすること

の有効性は、児童の「ソーシャルスキルア

イテムが楽しかったです。」「自立の学習が

楽しみです。」「次の自立ではどんな学習を

するんですか。」という発言からも、自立活

動が児童にとって重要な学びになっている

ことが判断できる。 

○ 児童の願いに寄り添った関わりは、「自分

を大切にしてもらえている」、「自分のこと

を分かってくれている」という児童の思い

につながった。児童の願いに着目すること

は、ラポールを形成する上で有効であった。

ラポールの形成が行動変容にもつながった。 

○ 全校ソーシャルスキル教育の場で、特別

支援学級の児童が前に立ってモデルを見せ

る場面を設定したことは、特別支援学級の

児童が学んだことを生かせるようにするた

めの一助とする上で有効であった。全校の

前での活躍は、児童の自信になり、自己有

用感の向上にもつながった。 

○ 特別支援教育だよりの発行は、特別支援

教育の理解啓発だけでなく、障がいの有無

に関わらず、児童のメンタルヘルスを学校

と家庭で考えていく上で、有効であった。 

○ くつろぎルームの設置は、特別支援学級

と通常学級の間にある見えない境界線をな

くす上で有効であった。また、特別支援学

級の児童のコミュニケーションを広げてい

く上でも有効な場となり、自然な関わりの

中でソーシャルスキルを生かすことができ

ていた。 

〔課題〕 

● 全校ソーシャルスキル教育は、人間関係

を形成する中で必要なスキルについて全職

員で共通理解を図って指導を進めていく上

で有効であった。しかし、定着を目指す般

化の段階に各学年によっての差が見られた。

教職員に般化を促すためのアクティビティ

を紹介するなどの手立てが不十分であった。 

● 特別支援教育だよりの発行は、家庭を巻

き込んで人的環境を整えていくための共通

理解を図る上で、有効だった。理解を地域

全体に広げていくためには、情報発信の工

夫が不十分であった。今後は、学童保育や

放課後子供教室のスタッフにも情報を発信

し、理解を地域全体に広げていけるように

していく必要がある。 

● 教職員間で、支援や指導の共通理解を図

っていくには、研修や伝達だけでなく、教

職員同士の信頼関係の構築を基盤とした日

頃の取り組みの共有が重要である。 

写真１５ 特別支援学級の児童が作った工作

で遊ぶ様子 

写真１６ くつろぎルームでの休み時間の様子 



 

 

Ⅴ おわりに  

私の座右の書である『はじめに子どもあり

き（平野朝久著）』の中に、「子どもが自分の

頭で考え、自分の感覚で感じ、自分の心で思

い、自分の意志で行動して、自分の持てる力

を発揮した時に、その子どもの個性が発揮さ

れる」という記述がある。子どもの持てる力

を発揮できる環境づくりには、アセスメント

により適切に子どもの姿を捉えることが、出

発点である。その上で、障がいの有無に関わ

らず、ICF の考え方を生かして子どもを見立

てていくことは非常に重要である。目の前の

子どもと真摯に向き合い、子どもの可能性を

信じる実践を今後も大切にしていきたい。 
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